
特認校 富沢小と家庭・地域をつなぐ学校だより 学校教育目標

【目指す児童の姿】

かしこい子 （知）

あかるい子 （徳）

ねばりづよい子（徳）

たくましい子 （体）

【実践の合い言葉】

旭川市立富沢小学校 No．３ 平成２７年 ６月１８日発行 きたえ ふれあう 富沢っ子

思いもよらぬ突然の降雨にも，ＰＴＡの皆様のご協力により，会場を体

育館に変更し，予定時刻に開始することができました。

開会式での１年生の選手宣誓は，悪天候をものともしない元気のよさが

印象的でした。すっかり素敵な小学生になっていました。雨天実施方式で，

「富沢っ子力くらべ」「親子玉入れ」「田植え競争」「富沢音頭」等終了後，

児童の願いが届いたのか，天候も回復し，グラウンドの水も引き，いよい

よ屋外での実施となりました。

「富沢音頭」にも参加いただいたねむのきの

皆様ありがとうございました。

グラウンドでは，学年ごとの徒競走が始まり，どの子も

力一杯走る姿が素敵でした。

伝統種目「富沢マラソン」は保護者・卒業生の参加種目

です。特に仮装して出場した某学年の保護者は，会場を大

いに盛り上げてくれました。

特認３０周年を記念した各学年の考案走も会場の皆様の

声援とご協力をいただきました。

クライマックスは，僅差で迎えた全校種目です。「紅白

大玉送り」では総合点の決着はつかず，最終種目の「紅白

リレー」に託されました。 その勝敗は「赤組」の勝利と

なりましたが，勝利にかける気迫やチームワークは甲乙つ

けがたく，その取組には大きな拍手を送ります。

前日まで早朝練習を計画し，チームを引っ張った６年生

の皆さんは富沢の校風を立派に引き継ぎ，後輩に示したと

言えます。 そのすばらしい姿は，学校に一層の輝きをも

たらしこれからも引き継がれていくことと思います。

本校の子どもたちの各種健康診断結果を見て，特に気になるのが「視力

です。眼鏡使用者の割合も高く，裸眼視力1.0未満の児童の割合は，グラ

フの通り全国平均を大幅に上回っているのです。視力は学習を支える大切

な機能です。教室を訪問したときに，「黒板の文字があまり見えない。」と

いう声も聞かれました。学校としても教室環境の改善に配慮していかなけ

ればなりません。

すでに眼科医を受診するように家庭に通知済みですが，それ以前に視力

低下の原因となる生活面の問題があるのかもしれません。テレビ・ゲーム

などの利用の仕方とか・・・？

再度，ご家庭でお子さんの生活の様子についてチェックしてみてはいか

がでしょうか。

３８人一人一人の笑顔と元気であきら

めないぞ，一発ドカンと大勝利!!

保護者からの回答率100％に感謝申し上げます。参考までに昨年度の結果と比較してみましたが，全体的に「十分

満足」の割合は低い結果となりました。ＰＴＡによる会場の準備・片付けや当日の係分担作業などについて，保護者

の評価は大変厳しいものになっていますが，学校側としての評価は毎年100点満点だと思っています。

終了予定時刻が大幅に遅れたにもかかわらず，多くの保護者の皆さまが最後まで文句も言わず，会場の片付けに協

力していただいたこと，深く深く感謝申し上げます。

※紙面の都合上，『７お子様の頑張り』については省略させていただきます。種目への参加や係活動の様子について

ねばり強く，協力し合いながら活動する姿に感動したという内容のご意見をたくさんいただきました。


